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1 土

2 日

3 月

4 火
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7 金

8 土
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25 火
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27 木

28 金

29 土

30 日

31 月

誕生会

さくら組 三瓶登山

避難訓練（消防署より来園）

アルミ缶回収の週

さくら組 保幼小交流の日

こすもす組 親子登山

身体測定

運動会（予備日）弁当の日

さくら組 夕食会

第１６回　運動会

＜10月＞

行 事

安全点検

①運動会につきましては、詳細をクラスだよりでお知らせしますので確認してください。感染症対策等で保

護者の方にはご迷惑をおかけしますが、ご理解とご協力をお願いいたします。

②迷子の服、タオルを11日（火）～１4日（金）の間、下駄箱の上に置いておきます。

心あたりのある方はご確認ください。１5日（土）に片付けさせていただきます。

③３日～14日まで実習生がすみれ組に入ります。よろしくお願いします。
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涼しく過ごしやすい季節となりました。天気の良い日は散歩に出かけ、虫を捕まえたり、木

の実拾いに夢中になりあそんでいます。先月、５歳児は平田にある旅伏山を親子で登りました。

今月は４歳児も親子登山を計画しています。今月は運動会もあります。子どもたちの成長した

姿、頑張る姿を見ていただきたいと思います。

つくし組 すみれ組

さとり おと

あんな ひかり

あやと りこ

みなと はるみち

さく こすもす組

れんげ組 たくむ

さく しょうた

はやと さくら組

みつき

ゆいと

れな

太陽や水、土、虫や動物、広い空間と仲間―人間の土台となる乳幼児期を豊かに育つための大

切な条件です。この「土台を育てる」保育を目指している保育園、幼稚園が全国にたくさんあり

ます。毎年全国の仲間と保育実践を交流し、学びを深め保育してきました。この会を基に保育カ

レンダーを製作しています。

今年もコロナ禍で保育が困難な中でも、子どもの育つ力を信じ保育してきた実践がたくさん載

せられています。カレンダーを通してこの保育を知っていただき、広めていけるようぜひ手に

とって見ていただきたいと思います。親戚、友人の方にも勧めていただけると嬉しいです。

子どもにとっての最善を創り出す

ー 今年も保育カレンダーの普及にご協力お願いします ー
私たちは絵を通して子どもが「育つ」ことを、この保育カレンダーで発信し続けています。

年々激しく変化する地球環境や次々と現れるウイルス、そして21世紀を迎えてもなお繰り返

される戦争。今、世界全体に不安が押し寄せています。けれども私たちは人類が生み出してきた、

平和や子どもの幸せを実現するための叡智（日本国憲法、児童憲章、子どもの権利条約）があり

ます。先を生きる大人としての責任をどう果たすかが問われているのではないでしょうか？

私たちは日々保育実践の中で「子どもは一人の人間として尊ばれる」ことを何よりも大切にし

ています。保育カレンダーには、大人たちが集い学びながら知恵を出し合い、今できる子どもに

とっての最善を創り出す…そんな各地の奮闘が集められています。

かけがえのない子ども時代を子どもらしく生きている姿を知って頂き、保育カレンダーの普及

にご協力よろしくお願いします。

保育カレンダー編集委員会

古志ひまわり保育園では、人としての土台となる乳幼児期の育ちを大切に保育しています。

保育園でのあそび、生活の中でしっかり身体をつくっていくこと、子どもたちの「やってみよ

う」という意欲も大切にしています。運動会では、普段のあそびをもとに子どもたちの成長し

た姿を見てもらえる場にしています。“できる できない”の目に見える結果ばかりにとらわれ

ず、身体や心の成長を感じてもらえたらと思います。

小さい時から培った力を土台に年長児になると手先から足先までコントロールできるように

なることで、動きがしなやかになり、あそびが広がっていきます。運動会では、獲得してほし

い力として自分で布を編んでの縄跳び、鉄棒、跳び箱、戸板のぼり、丸太の上り下り、登り棒

を取り入れています。

初めはできないから向かわない、自分はできるからいい‥といったクラスの雰囲気がありま

した。日々みんなで運動会の取り組みに向かっていく中で、「（自分も）できるようになりた

い」と励む姿に周りの友だちが「こうしたらいいよ」「がんばれ」と応援してくれるようにな

り、時には「“できる”って気持ちが大事だよ！」「やらんとできるようにならんよ！」と叱

咤激励することも。そして友だちができた時には、抱き合って自分のことのように喜ぶ姿が出

てくるようになりました。「友だちに教えてもらったら嬉しかった」と仲間の優しさや支えを

感じ、できるようになった子も「ちび先生」となりおしえてくれています。個々の成長と共に

集団としての成長も大切に、運動会に向けて取り組んでいるところです。

そんな年長さんが運動会の取り組みをしていると他の部屋から見つめる子どもたち。正座し

て真剣な顔で見ていたり、一緒に拍手をしてくれたり、年長さんの姿はどのクラスの子にも憧

れとして映っているのだと感じます。この憧れの気持ちが「（自分たちも）やってみたい」

「あんなふうになりたい」と意欲も育ててくれるのだと思います。

コロナ禍で日々の保育や行事を保護者の方に十分に見てもらえない日々が続いています。

３年ぶりの全クラスでの開催となりますが、今年は子どもたち一人ひとりの成長と共に、乳幼

児期の土台となる０歳児～年長児までの各年齢の育ちを見ていただきたいと思っています。

子どもたちの成長する姿を一緒に喜び合える機会になれればと思いますので、ご参加お待ち

しております。
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